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行動につなげることが第一であり、同様の災害にも対応
できるよう、引続き、国や県の支援をいただきながら、
ハード整備を着実に進めるとともに、河川氾濫などの災
害が発生する前に、市民の皆様に命を守るための行動を
とっていただくための、ソフト面での対策を講じていくこ
とが非常に重要となっています。

　　　　このため、今回の豪雨災害における、情報の収集や伝
達方法の在り方を始めとする市の初動・応急対応や、市
民の避難行動の把握を行なうなど、これらの検証を踏ま
えた必要な対策を整理していく考えです。

　　　　そのようなことから、今回の災害からの本格復旧に向
けた取組みを、全庁一丸となって更に推進していくため、
「日立市災害復旧基本計画」の策定を進めているところで
す。

　　　　計画には、市民の皆様をはじめ、地域、専門家の方々か
らの幅広い御意見をしっかりと反映していくことが肝要で
ありますので、学識経験者やコミュニティ、各分野の方々
からなる市民懇話会を設置するなど、今回の災害対応に
ついて、多くの御意見をいただいています。

　　　　こうして多くの皆様方の声を集約し、ハード、ソフト両
面から必要な対策を計画にまとめ、取組んでいくことで、
豪雨災害からいち早く立ち直り、そして、次なる災害への
備えを万全にしてまいりたいと考えています。

浅野　　災害対策に関して私は、今後自治体におけるソフト対
策の重要性が更に高まっていくことが間違いない分野だ
と考えています。私自身も防災減災に関する知識を得る

ために、実は昨年「防災士」の資格を取得しました。防災
インフラや市の防災対応能力の強化も進めていかなけれ
ばなりませんが、最も重要だと感じるのは、市民の皆様の
防災知識の底上げです。特に、高齢者だけで生活してい
る世帯の皆様に対して、防災知識を能動的に提供する取
組みを強化すべきだと感じます。今後の日立市の取組み
においても、是非ご検討いただきたいテーマです。

浅野　　最後に、2024年の日立市の見通しや、小川市長ご自身
の2024年の抱負についてお聞かせください。

小川　　ご承知のとおり、社会を取巻く情勢は、様々な難題が
押し寄せ、かつてないほど厳しい時代に入っております。

　　　　私たちは、千年に一度の東日本大震災、百年に一度の
新型コロナウイルス感染症というパンデミックと、この13
年間で二度にわたる大きな災害に見舞われ、更に、昨年９
月には、台風第13号に伴なう線状降水帯による豪雨災害
に遭ったわけですが、これらの災害の教訓を踏まえ、地域
全体での防災力強化を図り、不断の備えを万全にし、更に
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浅野衆議院議員（以下、浅野） 昨年は市長選挙がありました。
小川市長自身にとって初めての選挙戦を経て３期目をス
タートされましたが、３期目の抱負について改めてお聞か
せください。また、昨年一年を通じて、小川市長の印象に
残っている出来事や、特に注力した施策、手応えのあった
取組み等があればご紹介いただけますか。

小川日立市長（以下、小川） 新年あけましておめでとうござい
ます。浅野先生におかれましては、旧年中も、本市の災害
対応や幹線道路の整備促進を始め、市政各般にわたり多
大な御支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、昨年
９月に発生した台風第13号の際には、浅野先生はもとよ
り、玉木代表を始めとした国民民主党議員団の皆様に市
内の被災状況をご視察していただくとともに、災害復旧に
向けたご支援をお約束いただくなど、被災自治体の長と
いたしましては、この上なく心強いものでございました。

　        さて、昨年４月の統一地方選挙では、２期８年間の取組
みを更に推進し実現するために、３期目に挑戦し、実に24
年ぶりの選挙戦となったわけでございますが、多くの皆様
からのご支援を賜り、当選させていただきました。浅野先
生には、この場をお借りして、改めて感謝を申し上げます

とともに、３期目となる市長の重責を感じているところで
ございます。

　　　　私にとって初めてとなる選挙戦におきまして、市内各
地で街頭演説会を行ない、市政運営に対する思いと政策
を訴えさせていただいたところですが、市民の皆様と触
れ合う中で、私に対する期待を改めて感じ、身が引き締ま
る思いでした。

　　　　引続き、「全ては市民の皆様のために」、「全ては日立
市のために」を最大の公約として、広く市民の皆様の声を
聞き、ともに歩む中で、子どもから高齢者まで、全ての世
代が未来に夢や希望を持ち、安心して健やかに暮らせる
まちづくりに全力を傾けてまいります。

　　　　こうした一方で、昨年は、台風第13号に伴なう線状降
水帯による記録的な大雨によって、かつてない規模の被
害がもたらされたところでございます。現在は、被災され
た方々の住まいや暮らしの再建に向けた支援を始め、公
共施設などの応急復旧工事につきましても、円滑に推進
しており、豪雨被害からの復旧に向けた工程は、応急復旧
期から本格復旧期に移行しているものと認識しておりま
す。そして、本格復旧に向けた取組みを更に推進していく
ため、「日立市災害復旧基本計画」を本年３月までに策定
してまいります。

　　　　そのような中でも、昨年は、日立駅前の大型商業施設
「ヒタチエ」のリニューアルオープンを始め、さくらまつ
り・産業祭が実に４年ぶりに本格開催されましたほか、会
瀬スポーツ広場やかみね動物園のビーバー舎のオープ
ン、更には、小・中学校・特別支援学校への電子黒板の配
置や給食費の完全無償化など、多くの重要事業を推し進
めることができたものと考えております。

　　　　また、本市が創業の地であります、株式会社日立製作
所と本市は、「デジタルを活用した次世代未来都市（ス
マートシティ）の実現に向けた共創プロジェクトに関する
包括連携協定」を締結いたしました。

　　　　包括連携協定の締結によりまして、全ての市民の皆
様が、豊かに生活することのできるまちづくりをめざ
し、デジタル技術の活用と共創活動の推進を通じて、日
立市全体の活性化及び安全・安心な暮らしを実現して
まいります。

　　　　そして、県北の中心都市としての役割を更に発揮でき
るよう、将来に向けて持続可能なまちづくりに尽力してま
いります。

浅野　　こうして伺ってみると、昨年は実に様々な出来事があっ
たのだと改めて思い出されました。小川市長の選挙では、
私が応援に入らせていただいた際も申し上げましたが、小
川市長が就任されて以降、震災復興の象徴となるであろう
市庁舎や消防署、池の川さくらアリーナ、シーマークスク
エアなどが次々と完成し、これからは次の段階に進むこと

に期待を込めて演説を行なわせていただきましたが、早
速、日立製作所との共創プロジェクトが始まると伺って、更
に期待が膨らんでいます。このプロジェクトは日立市の将
来にとって非常に大きなインパクトを与えると思っていま
すので、引続き、緊密な連携のもと、新たな日立市の未来
像をともに描いていけたらと思っています。また、台風第１
３号による被害も甚大なものでした。今後はあのような規
模の豪雨にも耐えられるよう、国で進めている国土強靭化
施策の内容についても不断の見直しを進めていきます。

浅野　　昨年来、食料品や日用品が値上げされ、更に、電気代高
騰の傾向は、政府の緩和措置などがあったものの、2024
年以降も継続する見込みです。

　　　　昨年、日立市として市民生活や地域経済を支えるため
に行なった施策や本年新たに取組もうと考えている事に
ついて教えてください。

小川　　昨年５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症
法上の位置付けが、季節性インフルエンザと同じ５類に
変更され、３年間に渡り様々な活動が制限されたコロナ禍
からの大きな転換点を迎えたと安堵する間もなく、現在
も、不安定さを増す国際情勢を背景とした原油価格や物
価の高騰に直面しております。しかも、物価高騰の流れ
は、更なる長期化の様相を見せており、市民生活や企業
活動に多大な影響を与えているものと考えています。

　　　　本市では、その対策として、エネルギー・食料品価格等
の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方
公共団体が地域の実情に応じた支援に活用することがで
きる、国の地方創生臨時交付金を活用して、市民生活・事
業者等への支援など、他市に先駆けて、本市独自の様々
な支援策に取組んでいるところです。

　　　　昨年は、生活者への支援としましては、住民税非課税
世帯等に対し、１世帯当たり３万円を支給することで、物
価高騰の負担感がより大きい低所得者世帯の負担軽減を
図りましたほか、省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫の買
換え等のための購入費用の一部を補助し、電気料金の高
騰による家計の負担軽減を図るとともに、脱炭素社会の
実現に資する支援として取組んでまいりました。

　　　　一方、事業者への支援といたしましては、物価高騰の
影響が大きい中小企業等に対し、１事業者当たり10万円

を支給し、事業の継続及び経営の安定化を支援しました
ほか、今後の様々な事業展開を見据え、受注の獲得に向
けた展示会への出展やＥＣサイトの構築などの経費に対
し、上限100万円の補助金を交付して、営業力の強化に取
組む中小企業を支援してまいりました。

　　　　これらの取組みによりまして、生活者及び事業者のそ
れぞれの事情に応じた物価高騰対策が図られ、家計の負
担軽減や中小企業等の経営状況への影響緩和につながる
など、一定の効果があったものと捉えております。

　　　　そのような中、国は、昨年11月に物価高対策や持続的
賃上げなど５つの柱による「デフレ完全脱却のための総
合経済対策」を打ち出し、その財政的な裏付けとなる令
和５年度補正予算が、国民民主党の賛成も得て、11月29
日に成立したところです。

　　　　この経済対策の中には、物価高騰に最も切実に苦しん
でいる低所得世帯を始め、生活者や事業者を支援するた
めに、国全体で１兆5,592億円の地方創生臨時交付金が追
加され、地方公共団体が地域の実情に応じた支援を行な
うことが求められております。

　　　　今後も不安定さを増す国際情勢などを背景とした諸物
価高騰の影響により、地域経済の先行き不透明な状況が
続くことが想定され、市民生活にも大きな影響を及ぼす
ことが懸念されるところではありますが、本市といたしま
しては、引続き、地方創生臨時交付金を有効に活用するな
どして、市民や事業者に寄り添い、支援を必要とする方へ
のきめ細やかな対応を時期を逸することなく、しっかりと
講じてまいりたいと考えております。

浅野　　日立市でも様々な物価対策を講じていただき感謝いた
します。国の地方創生一括交付金を活用した各種の補助
事業や給付事業は、確実に市民の皆様の生活の底支えに
つながっていると思う一方、矢継ぎ早に施策が打たれた
ことで、自治体職員の皆様には多大なご負担をおかけし
てしまっているのも事実です。今後は現場でのＤＸ化など
も進み、多少負担が軽減されていくとは思いますが、国の
方でもどうすれば自治体に負担をかけずに国民の皆様そ
れぞれに必要な支援を届けられるのかを考えていかなけ
ればなりません。マイナンバーの活用や自治体が使用し
ている情報システムの最適化など「現場主義」で取組ん
でいきます。

浅野　　日立市は、ひたち若者かがやき会議の活動を通じて多
くの若者達の声を市政に反映すべく活動を続けています
が、市長はこれまでの取組みをどの様に見ていますか。ま
た今後、日立市に多くの若者が足を運び、活動拠点として
もらうために考えていることがあれば教えてください。

小川　　本市では、令和３年に策定しました「ひたち若者かがや
きプラン」のめざすべき姿に掲げた「かがやく若者であふ
れるひたち」の実現に向け、自分らしい生き方を見つけ、
夢や目標を実現し、幸せを感じられる暮らしができること
を願い、本市での暮らしが、育ちの場、学びの場、成長の
場そして何よりも安住、活躍の場となるよう、若者のチャ
レンジを全力で応援しています。

　　　　プラン推進のカギを握るのは、若者世代が生き生きと
輝くことであり、若者の活躍が地域全体の力を高める原
動力につながり、多世代に大きな影響を与える力を発揮
できると期待しているところです。

　　　　プランに掲げた取組みの一つとして、まちのにぎわい
づくり、魅力づくりを目的に設立した「ひたち若者かがや
き会議」も、今年で３年目を迎えます。

　　　　メンバーとは、定期的に面会し、活動報告をいただ
いておりますが、毎回、活動を通して、若者の想いが
しっかりと伝わってきます。会議の代表から、「『やり
たい』というパワーがあれば可能性は無限大だと思って
いる。市と一丸となって本気で事業に挑戦していきた
い」との熱い想いを聞き、私も改めて応援していきたい

と感じたところです。
　　　　これまでの活動は、本市で暮らしながら働く体験を通

じて魅力を知る「産直講座」や、若者目線でひたちらしさ
を発信するポータルサイトの運営、更には、ひたち若者か
がやき会議のメンバーが、市内大企業の研修へ講師とし
て招かれるなど、若者のアイデアを存分に取り入れなが
ら様々なプロジェクトに取組んでいます。とりわけ、浅野
先生にも御参加いただきましたが、若者の皆さんが一堂
に集まり、ひたちの未来について意見交換が行なわれる
「若者会議全体会」は、年に２回開催されており、若者の
率直な御意見を伺う貴重な場となっています。

　　　　参加する若者は、市内居住者だけではなく、仕事や学
校の都合で県外に移り住んだ方もおり、この全体会が、
「日立の良さを再発見できた」、「魅力をもっと発信した
い」、「日立市を離れてしまったけど、日立市とのつながり
ができてうれしい」など、地元とつながる場であったり、
地域への愛着を再確認できたりと、若者にとって貴重な
機会になっていると感じています。

　　　　私といたしましても、ご意見を伺い、これまでの行政の
取組みが間違いではなかったという安堵感を覚えること
もありました。今後も継続して取組んでいただき、ひたち
若者かがやき会議の皆さんが、「行政」と「若者」の架け
橋になってくださることを心から期待しています。

　　　　また、メンバーからの報告の際には、悩みながら活動し
ているとのお話もあったのですが、わずか３年という短い
期間で、会としても、個人としても、飛躍的に成長・発展
されていることは、とてもたくましく感じられ、若者たち
が、本市の大きな財産になっていることを改めて、実感し
ています。

　　　　本市といたしましても、若者の意見を積極的に取り入
れ、多くの若者が「日立市だったら、かがやける」と思い、
足を運んでいただけるよう、本市を舞台に挑戦できる環
境づくりを、若者とともに全力で取組んでまいります。

浅野　　小川市長自ら若い人々と接し、そして彼ら彼女らを応
援していこうとしている思いが伝わってきました。私も日
立市には若い人々を惹きつける魅力的な場所や人、チャ
ンスが多くあると思います。「ひたち若者かがやき会議」
の活動がこれからますます広がっていくように、私も応援
を続けていきたいと思います。

浅野　　昨年９月８日、茨城県内で初めて確認された線状降水
帯により、日立市では大規模な土砂崩れや民家・企業への
浸水など甚大な被害が発生しました。

　　　　国や県の支援もあり、その後の復旧作業は順調に進ん
でいますが、今回の災害を教訓として今後の日立市の災
害対策内容に補強箇所はありますか。

小川　　今回の台風第13号に伴なう、線状降水帯による豪雨災
害は、本市にとって観測史上、最大の記録的な降雨をもた
らし、市内全域にわたって、同時多発的に生じた災害であ
りました。

　　　　改めて、地球温暖化の進行に伴ない、自然災害が激甚
化、頻発化していることと、自然の恐ろしさや、自然との
共生の難しさ、一方では、災害ボランティアを始めとした
人と人との絆の大切さや、次の災害への備えの重要性に
ついても、認識を新たにしたところです。

　　　　今後の取組みといたしましては、今回の災害から謙虚
に学び、明日の日立市のために、更なる安全・安心のまち
づくりに取組んでいく考えです。

　　　　その方向性といたしまして、何よりも市民の命を守る

 2024年新春特別企画として、本年も小川春樹　日立市長との特別対談を実施させてい
ただきました。対談では、災害対応、物価高騰対策、子ども・子育て世代への支援等に取
組んだ2023年を振り返り、今後のまちづくりの展望についての思いを語っていただきま
した。

誰もが笑顔輝く
まちづくりに向けた想いを語る

災害に強いまちづくりを進めていかなければならないと
認識しているところです。

　　　　また、本市を取巻く環境は、本格的な人口減少を始め、
深刻な少子高齢化、更には、時代が要請するデジタル化・
脱炭素社会の実現に向けた対応など、直面する課題も複
雑化・多様化している状況でございます。

　　　　こうした中、本年は、本市まちづくりの道標である総合
計画前期基本計画が折り返しとなる中間年度を迎えるこ
とになります。そしてまた、今年の十二支・辰年は昇り龍
などに描かれるように、勢いよく活気あふれ、新たな始ま
りやチャンスの年として期待されております。

　　　　私といたしましては、台風第13号の豪雨災害に屈する
ことなく、新たなチャンスを見出す「攻め」の姿勢へと発

想を転換し、時代の変化や様々な課題を未来への推進力
に変えて、総合計画前期基本計画に掲げた重要事業を着
実に推進していかなければならないと、認識を新たにした
ところでございます。

　　　　今後も、市民の皆様との対話を大切に、ともに手を携
えながら、安心と活力に満ち、心の高鳴りが感じられる、
そんな誰もが笑顔輝くまちの実現に向け、全力で市政の
舵取りに邁進してまいります。

浅野　　本日は長い時間ありがとうございました。今後も小川市
長の取組みには注目していますので、本年もよろしくお願
いいたします。

2023年の振り返り2023年の振り返り

デジタル技術を活用して
市の活性化に向け尽力
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行動につなげることが第一であり、同様の災害にも対応
できるよう、引続き、国や県の支援をいただきながら、
ハード整備を着実に進めるとともに、河川氾濫などの災
害が発生する前に、市民の皆様に命を守るための行動を
とっていただくための、ソフト面での対策を講じていくこ
とが非常に重要となっています。

　　　　このため、今回の豪雨災害における、情報の収集や伝
達方法の在り方を始めとする市の初動・応急対応や、市
民の避難行動の把握を行なうなど、これらの検証を踏ま
えた必要な対策を整理していく考えです。

　　　　そのようなことから、今回の災害からの本格復旧に向
けた取組みを、全庁一丸となって更に推進していくため、
「日立市災害復旧基本計画」の策定を進めているところで
す。

　　　　計画には、市民の皆様をはじめ、地域、専門家の方々か
らの幅広い御意見をしっかりと反映していくことが肝要で
ありますので、学識経験者やコミュニティ、各分野の方々
からなる市民懇話会を設置するなど、今回の災害対応に
ついて、多くの御意見をいただいています。

　　　　こうして多くの皆様方の声を集約し、ハード、ソフト両
面から必要な対策を計画にまとめ、取組んでいくことで、
豪雨災害からいち早く立ち直り、そして、次なる災害への
備えを万全にしてまいりたいと考えています。

浅野　　災害対策に関して私は、今後自治体におけるソフト対
策の重要性が更に高まっていくことが間違いない分野だ
と考えています。私自身も防災減災に関する知識を得る

ために、実は昨年「防災士」の資格を取得しました。防災
インフラや市の防災対応能力の強化も進めていかなけれ
ばなりませんが、最も重要だと感じるのは、市民の皆様の
防災知識の底上げです。特に、高齢者だけで生活してい
る世帯の皆様に対して、防災知識を能動的に提供する取
組みを強化すべきだと感じます。今後の日立市の取組み
においても、是非ご検討いただきたいテーマです。

浅野　　最後に、2024年の日立市の見通しや、小川市長ご自身
の2024年の抱負についてお聞かせください。

小川　　ご承知のとおり、社会を取巻く情勢は、様々な難題が
押し寄せ、かつてないほど厳しい時代に入っております。

　　　　私たちは、千年に一度の東日本大震災、百年に一度の
新型コロナウイルス感染症というパンデミックと、この13
年間で二度にわたる大きな災害に見舞われ、更に、昨年９
月には、台風第13号に伴なう線状降水帯による豪雨災害
に遭ったわけですが、これらの災害の教訓を踏まえ、地域
全体での防災力強化を図り、不断の備えを万全にし、更に

浅野衆議院議員（以下、浅野） 昨年は市長選挙がありました。
小川市長自身にとって初めての選挙戦を経て３期目をス
タートされましたが、３期目の抱負について改めてお聞か
せください。また、昨年一年を通じて、小川市長の印象に
残っている出来事や、特に注力した施策、手応えのあった
取組み等があればご紹介いただけますか。

小川日立市長（以下、小川） 新年あけましておめでとうござい
ます。浅野先生におかれましては、旧年中も、本市の災害
対応や幹線道路の整備促進を始め、市政各般にわたり多
大な御支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、昨年
９月に発生した台風第13号の際には、浅野先生はもとよ
り、玉木代表を始めとした国民民主党議員団の皆様に市
内の被災状況をご視察していただくとともに、災害復旧に
向けたご支援をお約束いただくなど、被災自治体の長と
いたしましては、この上なく心強いものでございました。

　        さて、昨年４月の統一地方選挙では、２期８年間の取組
みを更に推進し実現するために、３期目に挑戦し、実に24
年ぶりの選挙戦となったわけでございますが、多くの皆様
からのご支援を賜り、当選させていただきました。浅野先
生には、この場をお借りして、改めて感謝を申し上げます

とともに、３期目となる市長の重責を感じているところで
ございます。

　　　　私にとって初めてとなる選挙戦におきまして、市内各
地で街頭演説会を行ない、市政運営に対する思いと政策
を訴えさせていただいたところですが、市民の皆様と触
れ合う中で、私に対する期待を改めて感じ、身が引き締ま
る思いでした。

　　　　引続き、「全ては市民の皆様のために」、「全ては日立
市のために」を最大の公約として、広く市民の皆様の声を
聞き、ともに歩む中で、子どもから高齢者まで、全ての世
代が未来に夢や希望を持ち、安心して健やかに暮らせる
まちづくりに全力を傾けてまいります。

　　　　こうした一方で、昨年は、台風第13号に伴なう線状降
水帯による記録的な大雨によって、かつてない規模の被
害がもたらされたところでございます。現在は、被災され
た方々の住まいや暮らしの再建に向けた支援を始め、公
共施設などの応急復旧工事につきましても、円滑に推進
しており、豪雨被害からの復旧に向けた工程は、応急復旧
期から本格復旧期に移行しているものと認識しておりま
す。そして、本格復旧に向けた取組みを更に推進していく
ため、「日立市災害復旧基本計画」を本年３月までに策定
してまいります。

　　　　そのような中でも、昨年は、日立駅前の大型商業施設
「ヒタチエ」のリニューアルオープンを始め、さくらまつ
り・産業祭が実に４年ぶりに本格開催されましたほか、会
瀬スポーツ広場やかみね動物園のビーバー舎のオープ
ン、更には、小・中学校・特別支援学校への電子黒板の配
置や給食費の完全無償化など、多くの重要事業を推し進
めることができたものと考えております。

　　　　また、本市が創業の地であります、株式会社日立製作
所と本市は、「デジタルを活用した次世代未来都市（ス
マートシティ）の実現に向けた共創プロジェクトに関する
包括連携協定」を締結いたしました。

　　　　包括連携協定の締結によりまして、全ての市民の皆
様が、豊かに生活することのできるまちづくりをめざ
し、デジタル技術の活用と共創活動の推進を通じて、日
立市全体の活性化及び安全・安心な暮らしを実現して
まいります。

　　　　そして、県北の中心都市としての役割を更に発揮でき
るよう、将来に向けて持続可能なまちづくりに尽力してま
いります。

浅野　　こうして伺ってみると、昨年は実に様々な出来事があっ
たのだと改めて思い出されました。小川市長の選挙では、
私が応援に入らせていただいた際も申し上げましたが、小
川市長が就任されて以降、震災復興の象徴となるであろう
市庁舎や消防署、池の川さくらアリーナ、シーマークスク
エアなどが次々と完成し、これからは次の段階に進むこと

に期待を込めて演説を行なわせていただきましたが、早
速、日立製作所との共創プロジェクトが始まると伺って、更
に期待が膨らんでいます。このプロジェクトは日立市の将
来にとって非常に大きなインパクトを与えると思っていま
すので、引続き、緊密な連携のもと、新たな日立市の未来
像をともに描いていけたらと思っています。また、台風第１
３号による被害も甚大なものでした。今後はあのような規
模の豪雨にも耐えられるよう、国で進めている国土強靭化
施策の内容についても不断の見直しを進めていきます。

浅野　　昨年来、食料品や日用品が値上げされ、更に、電気代高
騰の傾向は、政府の緩和措置などがあったものの、2024
年以降も継続する見込みです。

　　　　昨年、日立市として市民生活や地域経済を支えるため
に行なった施策や本年新たに取組もうと考えている事に
ついて教えてください。

小川　　昨年５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症
法上の位置付けが、季節性インフルエンザと同じ５類に
変更され、３年間に渡り様々な活動が制限されたコロナ禍
からの大きな転換点を迎えたと安堵する間もなく、現在
も、不安定さを増す国際情勢を背景とした原油価格や物
価の高騰に直面しております。しかも、物価高騰の流れ
は、更なる長期化の様相を見せており、市民生活や企業
活動に多大な影響を与えているものと考えています。

　　　　本市では、その対策として、エネルギー・食料品価格等
の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方
公共団体が地域の実情に応じた支援に活用することがで
きる、国の地方創生臨時交付金を活用して、市民生活・事
業者等への支援など、他市に先駆けて、本市独自の様々
な支援策に取組んでいるところです。

　　　　昨年は、生活者への支援としましては、住民税非課税
世帯等に対し、１世帯当たり３万円を支給することで、物
価高騰の負担感がより大きい低所得者世帯の負担軽減を
図りましたほか、省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫の買
換え等のための購入費用の一部を補助し、電気料金の高
騰による家計の負担軽減を図るとともに、脱炭素社会の
実現に資する支援として取組んでまいりました。

　　　　一方、事業者への支援といたしましては、物価高騰の
影響が大きい中小企業等に対し、１事業者当たり10万円

を支給し、事業の継続及び経営の安定化を支援しました
ほか、今後の様々な事業展開を見据え、受注の獲得に向
けた展示会への出展やＥＣサイトの構築などの経費に対
し、上限100万円の補助金を交付して、営業力の強化に取
組む中小企業を支援してまいりました。

　　　　これらの取組みによりまして、生活者及び事業者のそ
れぞれの事情に応じた物価高騰対策が図られ、家計の負
担軽減や中小企業等の経営状況への影響緩和につながる
など、一定の効果があったものと捉えております。

　　　　そのような中、国は、昨年11月に物価高対策や持続的
賃上げなど５つの柱による「デフレ完全脱却のための総
合経済対策」を打ち出し、その財政的な裏付けとなる令
和５年度補正予算が、国民民主党の賛成も得て、11月29
日に成立したところです。

　　　　この経済対策の中には、物価高騰に最も切実に苦しん
でいる低所得世帯を始め、生活者や事業者を支援するた
めに、国全体で１兆5,592億円の地方創生臨時交付金が追
加され、地方公共団体が地域の実情に応じた支援を行な
うことが求められております。

　　　　今後も不安定さを増す国際情勢などを背景とした諸物
価高騰の影響により、地域経済の先行き不透明な状況が
続くことが想定され、市民生活にも大きな影響を及ぼす
ことが懸念されるところではありますが、本市といたしま
しては、引続き、地方創生臨時交付金を有効に活用するな
どして、市民や事業者に寄り添い、支援を必要とする方へ
のきめ細やかな対応を時期を逸することなく、しっかりと
講じてまいりたいと考えております。

浅野　　日立市でも様々な物価対策を講じていただき感謝いた
します。国の地方創生一括交付金を活用した各種の補助
事業や給付事業は、確実に市民の皆様の生活の底支えに
つながっていると思う一方、矢継ぎ早に施策が打たれた
ことで、自治体職員の皆様には多大なご負担をおかけし
てしまっているのも事実です。今後は現場でのＤＸ化など
も進み、多少負担が軽減されていくとは思いますが、国の
方でもどうすれば自治体に負担をかけずに国民の皆様そ
れぞれに必要な支援を届けられるのかを考えていかなけ
ればなりません。マイナンバーの活用や自治体が使用し
ている情報システムの最適化など「現場主義」で取組ん
でいきます。

浅野　　日立市は、ひたち若者かがやき会議の活動を通じて多
くの若者達の声を市政に反映すべく活動を続けています
が、市長はこれまでの取組みをどの様に見ていますか。ま
た今後、日立市に多くの若者が足を運び、活動拠点として
もらうために考えていることがあれば教えてください。

小川　　本市では、令和３年に策定しました「ひたち若者かがや
きプラン」のめざすべき姿に掲げた「かがやく若者であふ
れるひたち」の実現に向け、自分らしい生き方を見つけ、
夢や目標を実現し、幸せを感じられる暮らしができること
を願い、本市での暮らしが、育ちの場、学びの場、成長の
場そして何よりも安住、活躍の場となるよう、若者のチャ
レンジを全力で応援しています。

　　　　プラン推進のカギを握るのは、若者世代が生き生きと
輝くことであり、若者の活躍が地域全体の力を高める原
動力につながり、多世代に大きな影響を与える力を発揮
できると期待しているところです。

　　　　プランに掲げた取組みの一つとして、まちのにぎわい
づくり、魅力づくりを目的に設立した「ひたち若者かがや
き会議」も、今年で３年目を迎えます。

　　　　メンバーとは、定期的に面会し、活動報告をいただ
いておりますが、毎回、活動を通して、若者の想いが
しっかりと伝わってきます。会議の代表から、「『やり
たい』というパワーがあれば可能性は無限大だと思って
いる。市と一丸となって本気で事業に挑戦していきた
い」との熱い想いを聞き、私も改めて応援していきたい

と感じたところです。
　　　　これまでの活動は、本市で暮らしながら働く体験を通

じて魅力を知る「産直講座」や、若者目線でひたちらしさ
を発信するポータルサイトの運営、更には、ひたち若者か
がやき会議のメンバーが、市内大企業の研修へ講師とし
て招かれるなど、若者のアイデアを存分に取り入れなが
ら様々なプロジェクトに取組んでいます。とりわけ、浅野
先生にも御参加いただきましたが、若者の皆さんが一堂
に集まり、ひたちの未来について意見交換が行なわれる
「若者会議全体会」は、年に２回開催されており、若者の
率直な御意見を伺う貴重な場となっています。

　　　　参加する若者は、市内居住者だけではなく、仕事や学
校の都合で県外に移り住んだ方もおり、この全体会が、
「日立の良さを再発見できた」、「魅力をもっと発信した
い」、「日立市を離れてしまったけど、日立市とのつながり
ができてうれしい」など、地元とつながる場であったり、
地域への愛着を再確認できたりと、若者にとって貴重な
機会になっていると感じています。

　　　　私といたしましても、ご意見を伺い、これまでの行政の
取組みが間違いではなかったという安堵感を覚えること
もありました。今後も継続して取組んでいただき、ひたち
若者かがやき会議の皆さんが、「行政」と「若者」の架け
橋になってくださることを心から期待しています。

　　　　また、メンバーからの報告の際には、悩みながら活動し
ているとのお話もあったのですが、わずか３年という短い
期間で、会としても、個人としても、飛躍的に成長・発展
されていることは、とてもたくましく感じられ、若者たち
が、本市の大きな財産になっていることを改めて、実感し
ています。

　　　　本市といたしましても、若者の意見を積極的に取り入
れ、多くの若者が「日立市だったら、かがやける」と思い、
足を運んでいただけるよう、本市を舞台に挑戦できる環
境づくりを、若者とともに全力で取組んでまいります。

浅野　　小川市長自ら若い人々と接し、そして彼ら彼女らを応
援していこうとしている思いが伝わってきました。私も日
立市には若い人々を惹きつける魅力的な場所や人、チャ
ンスが多くあると思います。「ひたち若者かがやき会議」
の活動がこれからますます広がっていくように、私も応援
を続けていきたいと思います。

浅野　　昨年９月８日、茨城県内で初めて確認された線状降水
帯により、日立市では大規模な土砂崩れや民家・企業への
浸水など甚大な被害が発生しました。

　　　　国や県の支援もあり、その後の復旧作業は順調に進ん
でいますが、今回の災害を教訓として今後の日立市の災
害対策内容に補強箇所はありますか。

小川　　今回の台風第13号に伴なう、線状降水帯による豪雨災
害は、本市にとって観測史上、最大の記録的な降雨をもた
らし、市内全域にわたって、同時多発的に生じた災害であ
りました。

　　　　改めて、地球温暖化の進行に伴ない、自然災害が激甚
化、頻発化していることと、自然の恐ろしさや、自然との
共生の難しさ、一方では、災害ボランティアを始めとした
人と人との絆の大切さや、次の災害への備えの重要性に
ついても、認識を新たにしたところです。

　　　　今後の取組みといたしましては、今回の災害から謙虚
に学び、明日の日立市のために、更なる安全・安心のまち
づくりに取組んでいく考えです。

　　　　その方向性といたしまして、何よりも市民の命を守る

災害に強いまちづくりを進めていかなければならないと
認識しているところです。

　　　　また、本市を取巻く環境は、本格的な人口減少を始め、
深刻な少子高齢化、更には、時代が要請するデジタル化・
脱炭素社会の実現に向けた対応など、直面する課題も複
雑化・多様化している状況でございます。

　　　　こうした中、本年は、本市まちづくりの道標である総合
計画前期基本計画が折り返しとなる中間年度を迎えるこ
とになります。そしてまた、今年の十二支・辰年は昇り龍
などに描かれるように、勢いよく活気あふれ、新たな始ま
りやチャンスの年として期待されております。

　　　　私といたしましては、台風第13号の豪雨災害に屈する
ことなく、新たなチャンスを見出す「攻め」の姿勢へと発

想を転換し、時代の変化や様々な課題を未来への推進力
に変えて、総合計画前期基本計画に掲げた重要事業を着
実に推進していかなければならないと、認識を新たにした
ところでございます。

　　　　今後も、市民の皆様との対話を大切に、ともに手を携
えながら、安心と活力に満ち、心の高鳴りが感じられる、
そんな誰もが笑顔輝くまちの実現に向け、全力で市政の
舵取りに邁進してまいります。

浅野　　本日は長い時間ありがとうございました。今後も小川市
長の取組みには注目していますので、本年もよろしくお願
いいたします。

2023年の振り返り物価高騰対策について

市民や事業者に寄り添い
きめ細やかな対応を講じる
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行動につなげることが第一であり、同様の災害にも対応
できるよう、引続き、国や県の支援をいただきながら、
ハード整備を着実に進めるとともに、河川氾濫などの災
害が発生する前に、市民の皆様に命を守るための行動を
とっていただくための、ソフト面での対策を講じていくこ
とが非常に重要となっています。

　　　　このため、今回の豪雨災害における、情報の収集や伝
達方法の在り方を始めとする市の初動・応急対応や、市
民の避難行動の把握を行なうなど、これらの検証を踏ま
えた必要な対策を整理していく考えです。

　　　　そのようなことから、今回の災害からの本格復旧に向
けた取組みを、全庁一丸となって更に推進していくため、
「日立市災害復旧基本計画」の策定を進めているところで
す。

　　　　計画には、市民の皆様をはじめ、地域、専門家の方々か
らの幅広い御意見をしっかりと反映していくことが肝要で
ありますので、学識経験者やコミュニティ、各分野の方々
からなる市民懇話会を設置するなど、今回の災害対応に
ついて、多くの御意見をいただいています。

　　　　こうして多くの皆様方の声を集約し、ハード、ソフト両
面から必要な対策を計画にまとめ、取組んでいくことで、
豪雨災害からいち早く立ち直り、そして、次なる災害への
備えを万全にしてまいりたいと考えています。

浅野　　災害対策に関して私は、今後自治体におけるソフト対
策の重要性が更に高まっていくことが間違いない分野だ
と考えています。私自身も防災減災に関する知識を得る

ために、実は昨年「防災士」の資格を取得しました。防災
インフラや市の防災対応能力の強化も進めていかなけれ
ばなりませんが、最も重要だと感じるのは、市民の皆様の
防災知識の底上げです。特に、高齢者だけで生活してい
る世帯の皆様に対して、防災知識を能動的に提供する取
組みを強化すべきだと感じます。今後の日立市の取組み
においても、是非ご検討いただきたいテーマです。

浅野　　最後に、2024年の日立市の見通しや、小川市長ご自身
の2024年の抱負についてお聞かせください。

小川　　ご承知のとおり、社会を取巻く情勢は、様々な難題が
押し寄せ、かつてないほど厳しい時代に入っております。

　　　　私たちは、千年に一度の東日本大震災、百年に一度の
新型コロナウイルス感染症というパンデミックと、この13
年間で二度にわたる大きな災害に見舞われ、更に、昨年９
月には、台風第13号に伴なう線状降水帯による豪雨災害
に遭ったわけですが、これらの災害の教訓を踏まえ、地域
全体での防災力強化を図り、不断の備えを万全にし、更に

浅野衆議院議員（以下、浅野） 昨年は市長選挙がありました。
小川市長自身にとって初めての選挙戦を経て３期目をス
タートされましたが、３期目の抱負について改めてお聞か
せください。また、昨年一年を通じて、小川市長の印象に
残っている出来事や、特に注力した施策、手応えのあった
取組み等があればご紹介いただけますか。

小川日立市長（以下、小川） 新年あけましておめでとうござい
ます。浅野先生におかれましては、旧年中も、本市の災害
対応や幹線道路の整備促進を始め、市政各般にわたり多
大な御支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、昨年
９月に発生した台風第13号の際には、浅野先生はもとよ
り、玉木代表を始めとした国民民主党議員団の皆様に市
内の被災状況をご視察していただくとともに、災害復旧に
向けたご支援をお約束いただくなど、被災自治体の長と
いたしましては、この上なく心強いものでございました。

　        さて、昨年４月の統一地方選挙では、２期８年間の取組
みを更に推進し実現するために、３期目に挑戦し、実に24
年ぶりの選挙戦となったわけでございますが、多くの皆様
からのご支援を賜り、当選させていただきました。浅野先
生には、この場をお借りして、改めて感謝を申し上げます

とともに、３期目となる市長の重責を感じているところで
ございます。

　　　　私にとって初めてとなる選挙戦におきまして、市内各
地で街頭演説会を行ない、市政運営に対する思いと政策
を訴えさせていただいたところですが、市民の皆様と触
れ合う中で、私に対する期待を改めて感じ、身が引き締ま
る思いでした。

　　　　引続き、「全ては市民の皆様のために」、「全ては日立
市のために」を最大の公約として、広く市民の皆様の声を
聞き、ともに歩む中で、子どもから高齢者まで、全ての世
代が未来に夢や希望を持ち、安心して健やかに暮らせる
まちづくりに全力を傾けてまいります。

　　　　こうした一方で、昨年は、台風第13号に伴なう線状降
水帯による記録的な大雨によって、かつてない規模の被
害がもたらされたところでございます。現在は、被災され
た方々の住まいや暮らしの再建に向けた支援を始め、公
共施設などの応急復旧工事につきましても、円滑に推進
しており、豪雨被害からの復旧に向けた工程は、応急復旧
期から本格復旧期に移行しているものと認識しておりま
す。そして、本格復旧に向けた取組みを更に推進していく
ため、「日立市災害復旧基本計画」を本年３月までに策定
してまいります。

　　　　そのような中でも、昨年は、日立駅前の大型商業施設
「ヒタチエ」のリニューアルオープンを始め、さくらまつ
り・産業祭が実に４年ぶりに本格開催されましたほか、会
瀬スポーツ広場やかみね動物園のビーバー舎のオープ
ン、更には、小・中学校・特別支援学校への電子黒板の配
置や給食費の完全無償化など、多くの重要事業を推し進
めることができたものと考えております。

　　　　また、本市が創業の地であります、株式会社日立製作
所と本市は、「デジタルを活用した次世代未来都市（ス
マートシティ）の実現に向けた共創プロジェクトに関する
包括連携協定」を締結いたしました。

　　　　包括連携協定の締結によりまして、全ての市民の皆
様が、豊かに生活することのできるまちづくりをめざ
し、デジタル技術の活用と共創活動の推進を通じて、日
立市全体の活性化及び安全・安心な暮らしを実現して
まいります。

　　　　そして、県北の中心都市としての役割を更に発揮でき
るよう、将来に向けて持続可能なまちづくりに尽力してま
いります。

浅野　　こうして伺ってみると、昨年は実に様々な出来事があっ
たのだと改めて思い出されました。小川市長の選挙では、
私が応援に入らせていただいた際も申し上げましたが、小
川市長が就任されて以降、震災復興の象徴となるであろう
市庁舎や消防署、池の川さくらアリーナ、シーマークスク
エアなどが次々と完成し、これからは次の段階に進むこと

に期待を込めて演説を行なわせていただきましたが、早
速、日立製作所との共創プロジェクトが始まると伺って、更
に期待が膨らんでいます。このプロジェクトは日立市の将
来にとって非常に大きなインパクトを与えると思っていま
すので、引続き、緊密な連携のもと、新たな日立市の未来
像をともに描いていけたらと思っています。また、台風第１
３号による被害も甚大なものでした。今後はあのような規
模の豪雨にも耐えられるよう、国で進めている国土強靭化
施策の内容についても不断の見直しを進めていきます。

浅野　　昨年来、食料品や日用品が値上げされ、更に、電気代高
騰の傾向は、政府の緩和措置などがあったものの、2024
年以降も継続する見込みです。

　　　　昨年、日立市として市民生活や地域経済を支えるため
に行なった施策や本年新たに取組もうと考えている事に
ついて教えてください。

小川　　昨年５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症
法上の位置付けが、季節性インフルエンザと同じ５類に
変更され、３年間に渡り様々な活動が制限されたコロナ禍
からの大きな転換点を迎えたと安堵する間もなく、現在
も、不安定さを増す国際情勢を背景とした原油価格や物
価の高騰に直面しております。しかも、物価高騰の流れ
は、更なる長期化の様相を見せており、市民生活や企業
活動に多大な影響を与えているものと考えています。

　　　　本市では、その対策として、エネルギー・食料品価格等
の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方
公共団体が地域の実情に応じた支援に活用することがで
きる、国の地方創生臨時交付金を活用して、市民生活・事
業者等への支援など、他市に先駆けて、本市独自の様々
な支援策に取組んでいるところです。

　　　　昨年は、生活者への支援としましては、住民税非課税
世帯等に対し、１世帯当たり３万円を支給することで、物
価高騰の負担感がより大きい低所得者世帯の負担軽減を
図りましたほか、省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫の買
換え等のための購入費用の一部を補助し、電気料金の高
騰による家計の負担軽減を図るとともに、脱炭素社会の
実現に資する支援として取組んでまいりました。

　　　　一方、事業者への支援といたしましては、物価高騰の
影響が大きい中小企業等に対し、１事業者当たり10万円

を支給し、事業の継続及び経営の安定化を支援しました
ほか、今後の様々な事業展開を見据え、受注の獲得に向
けた展示会への出展やＥＣサイトの構築などの経費に対
し、上限100万円の補助金を交付して、営業力の強化に取
組む中小企業を支援してまいりました。

　　　　これらの取組みによりまして、生活者及び事業者のそ
れぞれの事情に応じた物価高騰対策が図られ、家計の負
担軽減や中小企業等の経営状況への影響緩和につながる
など、一定の効果があったものと捉えております。

　　　　そのような中、国は、昨年11月に物価高対策や持続的
賃上げなど５つの柱による「デフレ完全脱却のための総
合経済対策」を打ち出し、その財政的な裏付けとなる令
和５年度補正予算が、国民民主党の賛成も得て、11月29
日に成立したところです。

　　　　この経済対策の中には、物価高騰に最も切実に苦しん
でいる低所得世帯を始め、生活者や事業者を支援するた
めに、国全体で１兆5,592億円の地方創生臨時交付金が追
加され、地方公共団体が地域の実情に応じた支援を行な
うことが求められております。

　　　　今後も不安定さを増す国際情勢などを背景とした諸物
価高騰の影響により、地域経済の先行き不透明な状況が
続くことが想定され、市民生活にも大きな影響を及ぼす
ことが懸念されるところではありますが、本市といたしま
しては、引続き、地方創生臨時交付金を有効に活用するな
どして、市民や事業者に寄り添い、支援を必要とする方へ
のきめ細やかな対応を時期を逸することなく、しっかりと
講じてまいりたいと考えております。

浅野　　日立市でも様々な物価対策を講じていただき感謝いた
します。国の地方創生一括交付金を活用した各種の補助
事業や給付事業は、確実に市民の皆様の生活の底支えに
つながっていると思う一方、矢継ぎ早に施策が打たれた
ことで、自治体職員の皆様には多大なご負担をおかけし
てしまっているのも事実です。今後は現場でのＤＸ化など
も進み、多少負担が軽減されていくとは思いますが、国の
方でもどうすれば自治体に負担をかけずに国民の皆様そ
れぞれに必要な支援を届けられるのかを考えていかなけ
ればなりません。マイナンバーの活用や自治体が使用し
ている情報システムの最適化など「現場主義」で取組ん
でいきます。

浅野　　日立市は、ひたち若者かがやき会議の活動を通じて多
くの若者達の声を市政に反映すべく活動を続けています
が、市長はこれまでの取組みをどの様に見ていますか。ま
た今後、日立市に多くの若者が足を運び、活動拠点として
もらうために考えていることがあれば教えてください。

小川　　本市では、令和３年に策定しました「ひたち若者かがや
きプラン」のめざすべき姿に掲げた「かがやく若者であふ
れるひたち」の実現に向け、自分らしい生き方を見つけ、
夢や目標を実現し、幸せを感じられる暮らしができること
を願い、本市での暮らしが、育ちの場、学びの場、成長の
場そして何よりも安住、活躍の場となるよう、若者のチャ
レンジを全力で応援しています。

　　　　プラン推進のカギを握るのは、若者世代が生き生きと
輝くことであり、若者の活躍が地域全体の力を高める原
動力につながり、多世代に大きな影響を与える力を発揮
できると期待しているところです。

　　　　プランに掲げた取組みの一つとして、まちのにぎわい
づくり、魅力づくりを目的に設立した「ひたち若者かがや
き会議」も、今年で３年目を迎えます。

　　　　メンバーとは、定期的に面会し、活動報告をいただ
いておりますが、毎回、活動を通して、若者の想いが
しっかりと伝わってきます。会議の代表から、「『やり
たい』というパワーがあれば可能性は無限大だと思って
いる。市と一丸となって本気で事業に挑戦していきた
い」との熱い想いを聞き、私も改めて応援していきたい

と感じたところです。
　　　　これまでの活動は、本市で暮らしながら働く体験を通

じて魅力を知る「産直講座」や、若者目線でひたちらしさ
を発信するポータルサイトの運営、更には、ひたち若者か
がやき会議のメンバーが、市内大企業の研修へ講師とし
て招かれるなど、若者のアイデアを存分に取り入れなが
ら様々なプロジェクトに取組んでいます。とりわけ、浅野
先生にも御参加いただきましたが、若者の皆さんが一堂
に集まり、ひたちの未来について意見交換が行なわれる
「若者会議全体会」は、年に２回開催されており、若者の
率直な御意見を伺う貴重な場となっています。

　　　　参加する若者は、市内居住者だけではなく、仕事や学
校の都合で県外に移り住んだ方もおり、この全体会が、
「日立の良さを再発見できた」、「魅力をもっと発信した
い」、「日立市を離れてしまったけど、日立市とのつながり
ができてうれしい」など、地元とつながる場であったり、
地域への愛着を再確認できたりと、若者にとって貴重な
機会になっていると感じています。

　　　　私といたしましても、ご意見を伺い、これまでの行政の
取組みが間違いではなかったという安堵感を覚えること
もありました。今後も継続して取組んでいただき、ひたち
若者かがやき会議の皆さんが、「行政」と「若者」の架け
橋になってくださることを心から期待しています。

　　　　また、メンバーからの報告の際には、悩みながら活動し
ているとのお話もあったのですが、わずか３年という短い
期間で、会としても、個人としても、飛躍的に成長・発展
されていることは、とてもたくましく感じられ、若者たち
が、本市の大きな財産になっていることを改めて、実感し
ています。

　　　　本市といたしましても、若者の意見を積極的に取り入
れ、多くの若者が「日立市だったら、かがやける」と思い、
足を運んでいただけるよう、本市を舞台に挑戦できる環
境づくりを、若者とともに全力で取組んでまいります。

浅野　　小川市長自ら若い人々と接し、そして彼ら彼女らを応
援していこうとしている思いが伝わってきました。私も日
立市には若い人々を惹きつける魅力的な場所や人、チャ
ンスが多くあると思います。「ひたち若者かがやき会議」
の活動がこれからますます広がっていくように、私も応援
を続けていきたいと思います。

浅野　　昨年９月８日、茨城県内で初めて確認された線状降水
帯により、日立市では大規模な土砂崩れや民家・企業への
浸水など甚大な被害が発生しました。

　　　　国や県の支援もあり、その後の復旧作業は順調に進ん
でいますが、今回の災害を教訓として今後の日立市の災
害対策内容に補強箇所はありますか。

小川　　今回の台風第13号に伴なう、線状降水帯による豪雨災
害は、本市にとって観測史上、最大の記録的な降雨をもた
らし、市内全域にわたって、同時多発的に生じた災害であ
りました。

　　　　改めて、地球温暖化の進行に伴ない、自然災害が激甚
化、頻発化していることと、自然の恐ろしさや、自然との
共生の難しさ、一方では、災害ボランティアを始めとした
人と人との絆の大切さや、次の災害への備えの重要性に
ついても、認識を新たにしたところです。

　　　　今後の取組みといたしましては、今回の災害から謙虚
に学び、明日の日立市のために、更なる安全・安心のまち
づくりに取組んでいく考えです。

　　　　その方向性といたしまして、何よりも市民の命を守る

災害に強いまちづくりを進めていかなければならないと
認識しているところです。

　　　　また、本市を取巻く環境は、本格的な人口減少を始め、
深刻な少子高齢化、更には、時代が要請するデジタル化・
脱炭素社会の実現に向けた対応など、直面する課題も複
雑化・多様化している状況でございます。

　　　　こうした中、本年は、本市まちづくりの道標である総合
計画前期基本計画が折り返しとなる中間年度を迎えるこ
とになります。そしてまた、今年の十二支・辰年は昇り龍
などに描かれるように、勢いよく活気あふれ、新たな始ま
りやチャンスの年として期待されております。

　　　　私といたしましては、台風第13号の豪雨災害に屈する
ことなく、新たなチャンスを見出す「攻め」の姿勢へと発

想を転換し、時代の変化や様々な課題を未来への推進力
に変えて、総合計画前期基本計画に掲げた重要事業を着
実に推進していかなければならないと、認識を新たにした
ところでございます。

　　　　今後も、市民の皆様との対話を大切に、ともに手を携
えながら、安心と活力に満ち、心の高鳴りが感じられる、
そんな誰もが笑顔輝くまちの実現に向け、全力で市政の
舵取りに邁進してまいります。

浅野　　本日は長い時間ありがとうございました。今後も小川市
長の取組みには注目していますので、本年もよろしくお願
いいたします。

2023年の振り返り若者の声を活かす市政について

「若者かがやき会議」など
若者のチャレンジを全力で応援
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行動につなげることが第一であり、同様の災害にも対応
できるよう、引続き、国や県の支援をいただきながら、
ハード整備を着実に進めるとともに、河川氾濫などの災
害が発生する前に、市民の皆様に命を守るための行動を
とっていただくための、ソフト面での対策を講じていくこ
とが非常に重要となっています。

　　　　このため、今回の豪雨災害における、情報の収集や伝
達方法の在り方を始めとする市の初動・応急対応や、市
民の避難行動の把握を行なうなど、これらの検証を踏ま
えた必要な対策を整理していく考えです。

　　　　そのようなことから、今回の災害からの本格復旧に向
けた取組みを、全庁一丸となって更に推進していくため、
「日立市災害復旧基本計画」の策定を進めているところで
す。

　　　　計画には、市民の皆様をはじめ、地域、専門家の方々か
らの幅広い御意見をしっかりと反映していくことが肝要で
ありますので、学識経験者やコミュニティ、各分野の方々
からなる市民懇話会を設置するなど、今回の災害対応に
ついて、多くの御意見をいただいています。

　　　　こうして多くの皆様方の声を集約し、ハード、ソフト両
面から必要な対策を計画にまとめ、取組んでいくことで、
豪雨災害からいち早く立ち直り、そして、次なる災害への
備えを万全にしてまいりたいと考えています。

浅野　　災害対策に関して私は、今後自治体におけるソフト対
策の重要性が更に高まっていくことが間違いない分野だ
と考えています。私自身も防災減災に関する知識を得る

ために、実は昨年「防災士」の資格を取得しました。防災
インフラや市の防災対応能力の強化も進めていかなけれ
ばなりませんが、最も重要だと感じるのは、市民の皆様の
防災知識の底上げです。特に、高齢者だけで生活してい
る世帯の皆様に対して、防災知識を能動的に提供する取
組みを強化すべきだと感じます。今後の日立市の取組み
においても、是非ご検討いただきたいテーマです。

浅野　　最後に、2024年の日立市の見通しや、小川市長ご自身
の2024年の抱負についてお聞かせください。

小川　　ご承知のとおり、社会を取巻く情勢は、様々な難題が
押し寄せ、かつてないほど厳しい時代に入っております。

　　　　私たちは、千年に一度の東日本大震災、百年に一度の
新型コロナウイルス感染症というパンデミックと、この13
年間で二度にわたる大きな災害に見舞われ、更に、昨年９
月には、台風第13号に伴なう線状降水帯による豪雨災害
に遭ったわけですが、これらの災害の教訓を踏まえ、地域
全体での防災力強化を図り、不断の備えを万全にし、更に

浅野衆議院議員（以下、浅野） 昨年は市長選挙がありました。
小川市長自身にとって初めての選挙戦を経て３期目をス
タートされましたが、３期目の抱負について改めてお聞か
せください。また、昨年一年を通じて、小川市長の印象に
残っている出来事や、特に注力した施策、手応えのあった
取組み等があればご紹介いただけますか。

小川日立市長（以下、小川） 新年あけましておめでとうござい
ます。浅野先生におかれましては、旧年中も、本市の災害
対応や幹線道路の整備促進を始め、市政各般にわたり多
大な御支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、昨年
９月に発生した台風第13号の際には、浅野先生はもとよ
り、玉木代表を始めとした国民民主党議員団の皆様に市
内の被災状況をご視察していただくとともに、災害復旧に
向けたご支援をお約束いただくなど、被災自治体の長と
いたしましては、この上なく心強いものでございました。

　        さて、昨年４月の統一地方選挙では、２期８年間の取組
みを更に推進し実現するために、３期目に挑戦し、実に24
年ぶりの選挙戦となったわけでございますが、多くの皆様
からのご支援を賜り、当選させていただきました。浅野先
生には、この場をお借りして、改めて感謝を申し上げます

とともに、３期目となる市長の重責を感じているところで
ございます。

　　　　私にとって初めてとなる選挙戦におきまして、市内各
地で街頭演説会を行ない、市政運営に対する思いと政策
を訴えさせていただいたところですが、市民の皆様と触
れ合う中で、私に対する期待を改めて感じ、身が引き締ま
る思いでした。

　　　　引続き、「全ては市民の皆様のために」、「全ては日立
市のために」を最大の公約として、広く市民の皆様の声を
聞き、ともに歩む中で、子どもから高齢者まで、全ての世
代が未来に夢や希望を持ち、安心して健やかに暮らせる
まちづくりに全力を傾けてまいります。

　　　　こうした一方で、昨年は、台風第13号に伴なう線状降
水帯による記録的な大雨によって、かつてない規模の被
害がもたらされたところでございます。現在は、被災され
た方々の住まいや暮らしの再建に向けた支援を始め、公
共施設などの応急復旧工事につきましても、円滑に推進
しており、豪雨被害からの復旧に向けた工程は、応急復旧
期から本格復旧期に移行しているものと認識しておりま
す。そして、本格復旧に向けた取組みを更に推進していく
ため、「日立市災害復旧基本計画」を本年３月までに策定
してまいります。

　　　　そのような中でも、昨年は、日立駅前の大型商業施設
「ヒタチエ」のリニューアルオープンを始め、さくらまつ
り・産業祭が実に４年ぶりに本格開催されましたほか、会
瀬スポーツ広場やかみね動物園のビーバー舎のオープ
ン、更には、小・中学校・特別支援学校への電子黒板の配
置や給食費の完全無償化など、多くの重要事業を推し進
めることができたものと考えております。

　　　　また、本市が創業の地であります、株式会社日立製作
所と本市は、「デジタルを活用した次世代未来都市（ス
マートシティ）の実現に向けた共創プロジェクトに関する
包括連携協定」を締結いたしました。

　　　　包括連携協定の締結によりまして、全ての市民の皆
様が、豊かに生活することのできるまちづくりをめざ
し、デジタル技術の活用と共創活動の推進を通じて、日
立市全体の活性化及び安全・安心な暮らしを実現して
まいります。

　　　　そして、県北の中心都市としての役割を更に発揮でき
るよう、将来に向けて持続可能なまちづくりに尽力してま
いります。

浅野　　こうして伺ってみると、昨年は実に様々な出来事があっ
たのだと改めて思い出されました。小川市長の選挙では、
私が応援に入らせていただいた際も申し上げましたが、小
川市長が就任されて以降、震災復興の象徴となるであろう
市庁舎や消防署、池の川さくらアリーナ、シーマークスク
エアなどが次々と完成し、これからは次の段階に進むこと

に期待を込めて演説を行なわせていただきましたが、早
速、日立製作所との共創プロジェクトが始まると伺って、更
に期待が膨らんでいます。このプロジェクトは日立市の将
来にとって非常に大きなインパクトを与えると思っていま
すので、引続き、緊密な連携のもと、新たな日立市の未来
像をともに描いていけたらと思っています。また、台風第１
３号による被害も甚大なものでした。今後はあのような規
模の豪雨にも耐えられるよう、国で進めている国土強靭化
施策の内容についても不断の見直しを進めていきます。

浅野　　昨年来、食料品や日用品が値上げされ、更に、電気代高
騰の傾向は、政府の緩和措置などがあったものの、2024
年以降も継続する見込みです。

　　　　昨年、日立市として市民生活や地域経済を支えるため
に行なった施策や本年新たに取組もうと考えている事に
ついて教えてください。

小川　　昨年５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症
法上の位置付けが、季節性インフルエンザと同じ５類に
変更され、３年間に渡り様々な活動が制限されたコロナ禍
からの大きな転換点を迎えたと安堵する間もなく、現在
も、不安定さを増す国際情勢を背景とした原油価格や物
価の高騰に直面しております。しかも、物価高騰の流れ
は、更なる長期化の様相を見せており、市民生活や企業
活動に多大な影響を与えているものと考えています。

　　　　本市では、その対策として、エネルギー・食料品価格等
の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方
公共団体が地域の実情に応じた支援に活用することがで
きる、国の地方創生臨時交付金を活用して、市民生活・事
業者等への支援など、他市に先駆けて、本市独自の様々
な支援策に取組んでいるところです。

　　　　昨年は、生活者への支援としましては、住民税非課税
世帯等に対し、１世帯当たり３万円を支給することで、物
価高騰の負担感がより大きい低所得者世帯の負担軽減を
図りましたほか、省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫の買
換え等のための購入費用の一部を補助し、電気料金の高
騰による家計の負担軽減を図るとともに、脱炭素社会の
実現に資する支援として取組んでまいりました。

　　　　一方、事業者への支援といたしましては、物価高騰の
影響が大きい中小企業等に対し、１事業者当たり10万円

を支給し、事業の継続及び経営の安定化を支援しました
ほか、今後の様々な事業展開を見据え、受注の獲得に向
けた展示会への出展やＥＣサイトの構築などの経費に対
し、上限100万円の補助金を交付して、営業力の強化に取
組む中小企業を支援してまいりました。

　　　　これらの取組みによりまして、生活者及び事業者のそ
れぞれの事情に応じた物価高騰対策が図られ、家計の負
担軽減や中小企業等の経営状況への影響緩和につながる
など、一定の効果があったものと捉えております。

　　　　そのような中、国は、昨年11月に物価高対策や持続的
賃上げなど５つの柱による「デフレ完全脱却のための総
合経済対策」を打ち出し、その財政的な裏付けとなる令
和５年度補正予算が、国民民主党の賛成も得て、11月29
日に成立したところです。

　　　　この経済対策の中には、物価高騰に最も切実に苦しん
でいる低所得世帯を始め、生活者や事業者を支援するた
めに、国全体で１兆5,592億円の地方創生臨時交付金が追
加され、地方公共団体が地域の実情に応じた支援を行な
うことが求められております。

　　　　今後も不安定さを増す国際情勢などを背景とした諸物
価高騰の影響により、地域経済の先行き不透明な状況が
続くことが想定され、市民生活にも大きな影響を及ぼす
ことが懸念されるところではありますが、本市といたしま
しては、引続き、地方創生臨時交付金を有効に活用するな
どして、市民や事業者に寄り添い、支援を必要とする方へ
のきめ細やかな対応を時期を逸することなく、しっかりと
講じてまいりたいと考えております。

浅野　　日立市でも様々な物価対策を講じていただき感謝いた
します。国の地方創生一括交付金を活用した各種の補助
事業や給付事業は、確実に市民の皆様の生活の底支えに
つながっていると思う一方、矢継ぎ早に施策が打たれた
ことで、自治体職員の皆様には多大なご負担をおかけし
てしまっているのも事実です。今後は現場でのＤＸ化など
も進み、多少負担が軽減されていくとは思いますが、国の
方でもどうすれば自治体に負担をかけずに国民の皆様そ
れぞれに必要な支援を届けられるのかを考えていかなけ
ればなりません。マイナンバーの活用や自治体が使用し
ている情報システムの最適化など「現場主義」で取組ん
でいきます。

浅野　　日立市は、ひたち若者かがやき会議の活動を通じて多
くの若者達の声を市政に反映すべく活動を続けています
が、市長はこれまでの取組みをどの様に見ていますか。ま
た今後、日立市に多くの若者が足を運び、活動拠点として
もらうために考えていることがあれば教えてください。

小川　　本市では、令和３年に策定しました「ひたち若者かがや
きプラン」のめざすべき姿に掲げた「かがやく若者であふ
れるひたち」の実現に向け、自分らしい生き方を見つけ、
夢や目標を実現し、幸せを感じられる暮らしができること
を願い、本市での暮らしが、育ちの場、学びの場、成長の
場そして何よりも安住、活躍の場となるよう、若者のチャ
レンジを全力で応援しています。

　　　　プラン推進のカギを握るのは、若者世代が生き生きと
輝くことであり、若者の活躍が地域全体の力を高める原
動力につながり、多世代に大きな影響を与える力を発揮
できると期待しているところです。

　　　　プランに掲げた取組みの一つとして、まちのにぎわい
づくり、魅力づくりを目的に設立した「ひたち若者かがや
き会議」も、今年で３年目を迎えます。

　　　　メンバーとは、定期的に面会し、活動報告をいただ
いておりますが、毎回、活動を通して、若者の想いが
しっかりと伝わってきます。会議の代表から、「『やり
たい』というパワーがあれば可能性は無限大だと思って
いる。市と一丸となって本気で事業に挑戦していきた
い」との熱い想いを聞き、私も改めて応援していきたい

と感じたところです。
　　　　これまでの活動は、本市で暮らしながら働く体験を通

じて魅力を知る「産直講座」や、若者目線でひたちらしさ
を発信するポータルサイトの運営、更には、ひたち若者か
がやき会議のメンバーが、市内大企業の研修へ講師とし
て招かれるなど、若者のアイデアを存分に取り入れなが
ら様々なプロジェクトに取組んでいます。とりわけ、浅野
先生にも御参加いただきましたが、若者の皆さんが一堂
に集まり、ひたちの未来について意見交換が行なわれる
「若者会議全体会」は、年に２回開催されており、若者の
率直な御意見を伺う貴重な場となっています。

　　　　参加する若者は、市内居住者だけではなく、仕事や学
校の都合で県外に移り住んだ方もおり、この全体会が、
「日立の良さを再発見できた」、「魅力をもっと発信した
い」、「日立市を離れてしまったけど、日立市とのつながり
ができてうれしい」など、地元とつながる場であったり、
地域への愛着を再確認できたりと、若者にとって貴重な
機会になっていると感じています。

　　　　私といたしましても、ご意見を伺い、これまでの行政の
取組みが間違いではなかったという安堵感を覚えること
もありました。今後も継続して取組んでいただき、ひたち
若者かがやき会議の皆さんが、「行政」と「若者」の架け
橋になってくださることを心から期待しています。

　　　　また、メンバーからの報告の際には、悩みながら活動し
ているとのお話もあったのですが、わずか３年という短い
期間で、会としても、個人としても、飛躍的に成長・発展
されていることは、とてもたくましく感じられ、若者たち
が、本市の大きな財産になっていることを改めて、実感し
ています。

　　　　本市といたしましても、若者の意見を積極的に取り入
れ、多くの若者が「日立市だったら、かがやける」と思い、
足を運んでいただけるよう、本市を舞台に挑戦できる環
境づくりを、若者とともに全力で取組んでまいります。

浅野　　小川市長自ら若い人々と接し、そして彼ら彼女らを応
援していこうとしている思いが伝わってきました。私も日
立市には若い人々を惹きつける魅力的な場所や人、チャ
ンスが多くあると思います。「ひたち若者かがやき会議」
の活動がこれからますます広がっていくように、私も応援
を続けていきたいと思います。

浅野　　昨年９月８日、茨城県内で初めて確認された線状降水
帯により、日立市では大規模な土砂崩れや民家・企業への
浸水など甚大な被害が発生しました。

　　　　国や県の支援もあり、その後の復旧作業は順調に進ん
でいますが、今回の災害を教訓として今後の日立市の災
害対策内容に補強箇所はありますか。

小川　　今回の台風第13号に伴なう、線状降水帯による豪雨災
害は、本市にとって観測史上、最大の記録的な降雨をもた
らし、市内全域にわたって、同時多発的に生じた災害であ
りました。

　　　　改めて、地球温暖化の進行に伴ない、自然災害が激甚
化、頻発化していることと、自然の恐ろしさや、自然との
共生の難しさ、一方では、災害ボランティアを始めとした
人と人との絆の大切さや、次の災害への備えの重要性に
ついても、認識を新たにしたところです。

　　　　今後の取組みといたしましては、今回の災害から謙虚
に学び、明日の日立市のために、更なる安全・安心のまち
づくりに取組んでいく考えです。

　　　　その方向性といたしまして、何よりも市民の命を守る

災害に強いまちづくりを進めていかなければならないと
認識しているところです。

　　　　また、本市を取巻く環境は、本格的な人口減少を始め、
深刻な少子高齢化、更には、時代が要請するデジタル化・
脱炭素社会の実現に向けた対応など、直面する課題も複
雑化・多様化している状況でございます。

　　　　こうした中、本年は、本市まちづくりの道標である総合
計画前期基本計画が折り返しとなる中間年度を迎えるこ
とになります。そしてまた、今年の十二支・辰年は昇り龍
などに描かれるように、勢いよく活気あふれ、新たな始ま
りやチャンスの年として期待されております。

　　　　私といたしましては、台風第13号の豪雨災害に屈する
ことなく、新たなチャンスを見出す「攻め」の姿勢へと発

想を転換し、時代の変化や様々な課題を未来への推進力
に変えて、総合計画前期基本計画に掲げた重要事業を着
実に推進していかなければならないと、認識を新たにした
ところでございます。

　　　　今後も、市民の皆様との対話を大切に、ともに手を携
えながら、安心と活力に満ち、心の高鳴りが感じられる、
そんな誰もが笑顔輝くまちの実現に向け、全力で市政の
舵取りに邁進してまいります。

浅野　　本日は長い時間ありがとうございました。今後も小川市
長の取組みには注目していますので、本年もよろしくお願
いいたします。

2023年の振り返り日立市の災害対策について

全庁一丸となって災害復旧基本
計画の策定を進めている



- 5 -

行動につなげることが第一であり、同様の災害にも対応
できるよう、引続き、国や県の支援をいただきながら、
ハード整備を着実に進めるとともに、河川氾濫などの災
害が発生する前に、市民の皆様に命を守るための行動を
とっていただくための、ソフト面での対策を講じていくこ
とが非常に重要となっています。

　　　　このため、今回の豪雨災害における、情報の収集や伝
達方法の在り方を始めとする市の初動・応急対応や、市
民の避難行動の把握を行なうなど、これらの検証を踏ま
えた必要な対策を整理していく考えです。

　　　　そのようなことから、今回の災害からの本格復旧に向
けた取組みを、全庁一丸となって更に推進していくため、
「日立市災害復旧基本計画」の策定を進めているところで
す。

　　　　計画には、市民の皆様をはじめ、地域、専門家の方々か
らの幅広い御意見をしっかりと反映していくことが肝要で
ありますので、学識経験者やコミュニティ、各分野の方々
からなる市民懇話会を設置するなど、今回の災害対応に
ついて、多くの御意見をいただいています。

　　　　こうして多くの皆様方の声を集約し、ハード、ソフト両
面から必要な対策を計画にまとめ、取組んでいくことで、
豪雨災害からいち早く立ち直り、そして、次なる災害への
備えを万全にしてまいりたいと考えています。

浅野　　災害対策に関して私は、今後自治体におけるソフト対
策の重要性が更に高まっていくことが間違いない分野だ
と考えています。私自身も防災減災に関する知識を得る

ために、実は昨年「防災士」の資格を取得しました。防災
インフラや市の防災対応能力の強化も進めていかなけれ
ばなりませんが、最も重要だと感じるのは、市民の皆様の
防災知識の底上げです。特に、高齢者だけで生活してい
る世帯の皆様に対して、防災知識を能動的に提供する取
組みを強化すべきだと感じます。今後の日立市の取組み
においても、是非ご検討いただきたいテーマです。

浅野　　最後に、2024年の日立市の見通しや、小川市長ご自身
の2024年の抱負についてお聞かせください。

小川　　ご承知のとおり、社会を取巻く情勢は、様々な難題が
押し寄せ、かつてないほど厳しい時代に入っております。

　　　　私たちは、千年に一度の東日本大震災、百年に一度の
新型コロナウイルス感染症というパンデミックと、この13
年間で二度にわたる大きな災害に見舞われ、更に、昨年９
月には、台風第13号に伴なう線状降水帯による豪雨災害
に遭ったわけですが、これらの災害の教訓を踏まえ、地域
全体での防災力強化を図り、不断の備えを万全にし、更に

浅野衆議院議員（以下、浅野） 昨年は市長選挙がありました。
小川市長自身にとって初めての選挙戦を経て３期目をス
タートされましたが、３期目の抱負について改めてお聞か
せください。また、昨年一年を通じて、小川市長の印象に
残っている出来事や、特に注力した施策、手応えのあった
取組み等があればご紹介いただけますか。

小川日立市長（以下、小川） 新年あけましておめでとうござい
ます。浅野先生におかれましては、旧年中も、本市の災害
対応や幹線道路の整備促進を始め、市政各般にわたり多
大な御支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、昨年
９月に発生した台風第13号の際には、浅野先生はもとよ
り、玉木代表を始めとした国民民主党議員団の皆様に市
内の被災状況をご視察していただくとともに、災害復旧に
向けたご支援をお約束いただくなど、被災自治体の長と
いたしましては、この上なく心強いものでございました。

　        さて、昨年４月の統一地方選挙では、２期８年間の取組
みを更に推進し実現するために、３期目に挑戦し、実に24
年ぶりの選挙戦となったわけでございますが、多くの皆様
からのご支援を賜り、当選させていただきました。浅野先
生には、この場をお借りして、改めて感謝を申し上げます

とともに、３期目となる市長の重責を感じているところで
ございます。

　　　　私にとって初めてとなる選挙戦におきまして、市内各
地で街頭演説会を行ない、市政運営に対する思いと政策
を訴えさせていただいたところですが、市民の皆様と触
れ合う中で、私に対する期待を改めて感じ、身が引き締ま
る思いでした。

　　　　引続き、「全ては市民の皆様のために」、「全ては日立
市のために」を最大の公約として、広く市民の皆様の声を
聞き、ともに歩む中で、子どもから高齢者まで、全ての世
代が未来に夢や希望を持ち、安心して健やかに暮らせる
まちづくりに全力を傾けてまいります。

　　　　こうした一方で、昨年は、台風第13号に伴なう線状降
水帯による記録的な大雨によって、かつてない規模の被
害がもたらされたところでございます。現在は、被災され
た方々の住まいや暮らしの再建に向けた支援を始め、公
共施設などの応急復旧工事につきましても、円滑に推進
しており、豪雨被害からの復旧に向けた工程は、応急復旧
期から本格復旧期に移行しているものと認識しておりま
す。そして、本格復旧に向けた取組みを更に推進していく
ため、「日立市災害復旧基本計画」を本年３月までに策定
してまいります。

　　　　そのような中でも、昨年は、日立駅前の大型商業施設
「ヒタチエ」のリニューアルオープンを始め、さくらまつ
り・産業祭が実に４年ぶりに本格開催されましたほか、会
瀬スポーツ広場やかみね動物園のビーバー舎のオープ
ン、更には、小・中学校・特別支援学校への電子黒板の配
置や給食費の完全無償化など、多くの重要事業を推し進
めることができたものと考えております。

　　　　また、本市が創業の地であります、株式会社日立製作
所と本市は、「デジタルを活用した次世代未来都市（ス
マートシティ）の実現に向けた共創プロジェクトに関する
包括連携協定」を締結いたしました。

　　　　包括連携協定の締結によりまして、全ての市民の皆
様が、豊かに生活することのできるまちづくりをめざ
し、デジタル技術の活用と共創活動の推進を通じて、日
立市全体の活性化及び安全・安心な暮らしを実現して
まいります。

　　　　そして、県北の中心都市としての役割を更に発揮でき
るよう、将来に向けて持続可能なまちづくりに尽力してま
いります。

浅野　　こうして伺ってみると、昨年は実に様々な出来事があっ
たのだと改めて思い出されました。小川市長の選挙では、
私が応援に入らせていただいた際も申し上げましたが、小
川市長が就任されて以降、震災復興の象徴となるであろう
市庁舎や消防署、池の川さくらアリーナ、シーマークスク
エアなどが次々と完成し、これからは次の段階に進むこと

に期待を込めて演説を行なわせていただきましたが、早
速、日立製作所との共創プロジェクトが始まると伺って、更
に期待が膨らんでいます。このプロジェクトは日立市の将
来にとって非常に大きなインパクトを与えると思っていま
すので、引続き、緊密な連携のもと、新たな日立市の未来
像をともに描いていけたらと思っています。また、台風第１
３号による被害も甚大なものでした。今後はあのような規
模の豪雨にも耐えられるよう、国で進めている国土強靭化
施策の内容についても不断の見直しを進めていきます。

浅野　　昨年来、食料品や日用品が値上げされ、更に、電気代高
騰の傾向は、政府の緩和措置などがあったものの、2024
年以降も継続する見込みです。

　　　　昨年、日立市として市民生活や地域経済を支えるため
に行なった施策や本年新たに取組もうと考えている事に
ついて教えてください。

小川　　昨年５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症
法上の位置付けが、季節性インフルエンザと同じ５類に
変更され、３年間に渡り様々な活動が制限されたコロナ禍
からの大きな転換点を迎えたと安堵する間もなく、現在
も、不安定さを増す国際情勢を背景とした原油価格や物
価の高騰に直面しております。しかも、物価高騰の流れ
は、更なる長期化の様相を見せており、市民生活や企業
活動に多大な影響を与えているものと考えています。

　　　　本市では、その対策として、エネルギー・食料品価格等
の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方
公共団体が地域の実情に応じた支援に活用することがで
きる、国の地方創生臨時交付金を活用して、市民生活・事
業者等への支援など、他市に先駆けて、本市独自の様々
な支援策に取組んでいるところです。

　　　　昨年は、生活者への支援としましては、住民税非課税
世帯等に対し、１世帯当たり３万円を支給することで、物
価高騰の負担感がより大きい低所得者世帯の負担軽減を
図りましたほか、省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫の買
換え等のための購入費用の一部を補助し、電気料金の高
騰による家計の負担軽減を図るとともに、脱炭素社会の
実現に資する支援として取組んでまいりました。

　　　　一方、事業者への支援といたしましては、物価高騰の
影響が大きい中小企業等に対し、１事業者当たり10万円

を支給し、事業の継続及び経営の安定化を支援しました
ほか、今後の様々な事業展開を見据え、受注の獲得に向
けた展示会への出展やＥＣサイトの構築などの経費に対
し、上限100万円の補助金を交付して、営業力の強化に取
組む中小企業を支援してまいりました。

　　　　これらの取組みによりまして、生活者及び事業者のそ
れぞれの事情に応じた物価高騰対策が図られ、家計の負
担軽減や中小企業等の経営状況への影響緩和につながる
など、一定の効果があったものと捉えております。

　　　　そのような中、国は、昨年11月に物価高対策や持続的
賃上げなど５つの柱による「デフレ完全脱却のための総
合経済対策」を打ち出し、その財政的な裏付けとなる令
和５年度補正予算が、国民民主党の賛成も得て、11月29
日に成立したところです。

　　　　この経済対策の中には、物価高騰に最も切実に苦しん
でいる低所得世帯を始め、生活者や事業者を支援するた
めに、国全体で１兆5,592億円の地方創生臨時交付金が追
加され、地方公共団体が地域の実情に応じた支援を行な
うことが求められております。

　　　　今後も不安定さを増す国際情勢などを背景とした諸物
価高騰の影響により、地域経済の先行き不透明な状況が
続くことが想定され、市民生活にも大きな影響を及ぼす
ことが懸念されるところではありますが、本市といたしま
しては、引続き、地方創生臨時交付金を有効に活用するな
どして、市民や事業者に寄り添い、支援を必要とする方へ
のきめ細やかな対応を時期を逸することなく、しっかりと
講じてまいりたいと考えております。

浅野　　日立市でも様々な物価対策を講じていただき感謝いた
します。国の地方創生一括交付金を活用した各種の補助
事業や給付事業は、確実に市民の皆様の生活の底支えに
つながっていると思う一方、矢継ぎ早に施策が打たれた
ことで、自治体職員の皆様には多大なご負担をおかけし
てしまっているのも事実です。今後は現場でのＤＸ化など
も進み、多少負担が軽減されていくとは思いますが、国の
方でもどうすれば自治体に負担をかけずに国民の皆様そ
れぞれに必要な支援を届けられるのかを考えていかなけ
ればなりません。マイナンバーの活用や自治体が使用し
ている情報システムの最適化など「現場主義」で取組ん
でいきます。

浅野　　日立市は、ひたち若者かがやき会議の活動を通じて多
くの若者達の声を市政に反映すべく活動を続けています
が、市長はこれまでの取組みをどの様に見ていますか。ま
た今後、日立市に多くの若者が足を運び、活動拠点として
もらうために考えていることがあれば教えてください。

小川　　本市では、令和３年に策定しました「ひたち若者かがや
きプラン」のめざすべき姿に掲げた「かがやく若者であふ
れるひたち」の実現に向け、自分らしい生き方を見つけ、
夢や目標を実現し、幸せを感じられる暮らしができること
を願い、本市での暮らしが、育ちの場、学びの場、成長の
場そして何よりも安住、活躍の場となるよう、若者のチャ
レンジを全力で応援しています。

　　　　プラン推進のカギを握るのは、若者世代が生き生きと
輝くことであり、若者の活躍が地域全体の力を高める原
動力につながり、多世代に大きな影響を与える力を発揮
できると期待しているところです。

　　　　プランに掲げた取組みの一つとして、まちのにぎわい
づくり、魅力づくりを目的に設立した「ひたち若者かがや
き会議」も、今年で３年目を迎えます。

　　　　メンバーとは、定期的に面会し、活動報告をいただ
いておりますが、毎回、活動を通して、若者の想いが
しっかりと伝わってきます。会議の代表から、「『やり
たい』というパワーがあれば可能性は無限大だと思って
いる。市と一丸となって本気で事業に挑戦していきた
い」との熱い想いを聞き、私も改めて応援していきたい

と感じたところです。
　　　　これまでの活動は、本市で暮らしながら働く体験を通

じて魅力を知る「産直講座」や、若者目線でひたちらしさ
を発信するポータルサイトの運営、更には、ひたち若者か
がやき会議のメンバーが、市内大企業の研修へ講師とし
て招かれるなど、若者のアイデアを存分に取り入れなが
ら様々なプロジェクトに取組んでいます。とりわけ、浅野
先生にも御参加いただきましたが、若者の皆さんが一堂
に集まり、ひたちの未来について意見交換が行なわれる
「若者会議全体会」は、年に２回開催されており、若者の
率直な御意見を伺う貴重な場となっています。

　　　　参加する若者は、市内居住者だけではなく、仕事や学
校の都合で県外に移り住んだ方もおり、この全体会が、
「日立の良さを再発見できた」、「魅力をもっと発信した
い」、「日立市を離れてしまったけど、日立市とのつながり
ができてうれしい」など、地元とつながる場であったり、
地域への愛着を再確認できたりと、若者にとって貴重な
機会になっていると感じています。

　　　　私といたしましても、ご意見を伺い、これまでの行政の
取組みが間違いではなかったという安堵感を覚えること
もありました。今後も継続して取組んでいただき、ひたち
若者かがやき会議の皆さんが、「行政」と「若者」の架け
橋になってくださることを心から期待しています。

　　　　また、メンバーからの報告の際には、悩みながら活動し
ているとのお話もあったのですが、わずか３年という短い
期間で、会としても、個人としても、飛躍的に成長・発展
されていることは、とてもたくましく感じられ、若者たち
が、本市の大きな財産になっていることを改めて、実感し
ています。

　　　　本市といたしましても、若者の意見を積極的に取り入
れ、多くの若者が「日立市だったら、かがやける」と思い、
足を運んでいただけるよう、本市を舞台に挑戦できる環
境づくりを、若者とともに全力で取組んでまいります。

浅野　　小川市長自ら若い人々と接し、そして彼ら彼女らを応
援していこうとしている思いが伝わってきました。私も日
立市には若い人々を惹きつける魅力的な場所や人、チャ
ンスが多くあると思います。「ひたち若者かがやき会議」
の活動がこれからますます広がっていくように、私も応援
を続けていきたいと思います。

浅野　　昨年９月８日、茨城県内で初めて確認された線状降水
帯により、日立市では大規模な土砂崩れや民家・企業への
浸水など甚大な被害が発生しました。

　　　　国や県の支援もあり、その後の復旧作業は順調に進ん
でいますが、今回の災害を教訓として今後の日立市の災
害対策内容に補強箇所はありますか。

小川　　今回の台風第13号に伴なう、線状降水帯による豪雨災
害は、本市にとって観測史上、最大の記録的な降雨をもた
らし、市内全域にわたって、同時多発的に生じた災害であ
りました。

　　　　改めて、地球温暖化の進行に伴ない、自然災害が激甚
化、頻発化していることと、自然の恐ろしさや、自然との
共生の難しさ、一方では、災害ボランティアを始めとした
人と人との絆の大切さや、次の災害への備えの重要性に
ついても、認識を新たにしたところです。

　　　　今後の取組みといたしましては、今回の災害から謙虚
に学び、明日の日立市のために、更なる安全・安心のまち
づくりに取組んでいく考えです。

　　　　その方向性といたしまして、何よりも市民の命を守る

災害に強いまちづくりを進めていかなければならないと
認識しているところです。

　　　　また、本市を取巻く環境は、本格的な人口減少を始め、
深刻な少子高齢化、更には、時代が要請するデジタル化・
脱炭素社会の実現に向けた対応など、直面する課題も複
雑化・多様化している状況でございます。

　　　　こうした中、本年は、本市まちづくりの道標である総合
計画前期基本計画が折り返しとなる中間年度を迎えるこ
とになります。そしてまた、今年の十二支・辰年は昇り龍
などに描かれるように、勢いよく活気あふれ、新たな始ま
りやチャンスの年として期待されております。

　　　　私といたしましては、台風第13号の豪雨災害に屈する
ことなく、新たなチャンスを見出す「攻め」の姿勢へと発

想を転換し、時代の変化や様々な課題を未来への推進力
に変えて、総合計画前期基本計画に掲げた重要事業を着
実に推進していかなければならないと、認識を新たにした
ところでございます。

　　　　今後も、市民の皆様との対話を大切に、ともに手を携
えながら、安心と活力に満ち、心の高鳴りが感じられる、
そんな誰もが笑顔輝くまちの実現に向け、全力で市政の
舵取りに邁進してまいります。

浅野　　本日は長い時間ありがとうございました。今後も小川市
長の取組みには注目していますので、本年もよろしくお願
いいたします。

2023年の振り返り2024年の見通し

「攻め」の発想で様々な課題を
未来への推進力に変えていく



- 6 -

行動につなげることが第一であり、同様の災害にも対応
できるよう、引続き、国や県の支援をいただきながら、
ハード整備を着実に進めるとともに、河川氾濫などの災
害が発生する前に、市民の皆様に命を守るための行動を
とっていただくための、ソフト面での対策を講じていくこ
とが非常に重要となっています。

　　　　このため、今回の豪雨災害における、情報の収集や伝
達方法の在り方を始めとする市の初動・応急対応や、市
民の避難行動の把握を行なうなど、これらの検証を踏ま
えた必要な対策を整理していく考えです。

　　　　そのようなことから、今回の災害からの本格復旧に向
けた取組みを、全庁一丸となって更に推進していくため、
「日立市災害復旧基本計画」の策定を進めているところで
す。

　　　　計画には、市民の皆様をはじめ、地域、専門家の方々か
らの幅広い御意見をしっかりと反映していくことが肝要で
ありますので、学識経験者やコミュニティ、各分野の方々
からなる市民懇話会を設置するなど、今回の災害対応に
ついて、多くの御意見をいただいています。

　　　　こうして多くの皆様方の声を集約し、ハード、ソフト両
面から必要な対策を計画にまとめ、取組んでいくことで、
豪雨災害からいち早く立ち直り、そして、次なる災害への
備えを万全にしてまいりたいと考えています。

浅野　　災害対策に関して私は、今後自治体におけるソフト対
策の重要性が更に高まっていくことが間違いない分野だ
と考えています。私自身も防災減災に関する知識を得る

ために、実は昨年「防災士」の資格を取得しました。防災
インフラや市の防災対応能力の強化も進めていかなけれ
ばなりませんが、最も重要だと感じるのは、市民の皆様の
防災知識の底上げです。特に、高齢者だけで生活してい
る世帯の皆様に対して、防災知識を能動的に提供する取
組みを強化すべきだと感じます。今後の日立市の取組み
においても、是非ご検討いただきたいテーマです。

浅野　　最後に、2024年の日立市の見通しや、小川市長ご自身
の2024年の抱負についてお聞かせください。

小川　　ご承知のとおり、社会を取巻く情勢は、様々な難題が
押し寄せ、かつてないほど厳しい時代に入っております。

　　　　私たちは、千年に一度の東日本大震災、百年に一度の
新型コロナウイルス感染症というパンデミックと、この13
年間で二度にわたる大きな災害に見舞われ、更に、昨年９
月には、台風第13号に伴なう線状降水帯による豪雨災害
に遭ったわけですが、これらの災害の教訓を踏まえ、地域
全体での防災力強化を図り、不断の備えを万全にし、更に

浅野衆議院議員（以下、浅野） 昨年は市長選挙がありました。
小川市長自身にとって初めての選挙戦を経て３期目をス
タートされましたが、３期目の抱負について改めてお聞か
せください。また、昨年一年を通じて、小川市長の印象に
残っている出来事や、特に注力した施策、手応えのあった
取組み等があればご紹介いただけますか。

小川日立市長（以下、小川） 新年あけましておめでとうござい
ます。浅野先生におかれましては、旧年中も、本市の災害
対応や幹線道路の整備促進を始め、市政各般にわたり多
大な御支援を賜り、心より感謝申し上げます。また、昨年
９月に発生した台風第13号の際には、浅野先生はもとよ
り、玉木代表を始めとした国民民主党議員団の皆様に市
内の被災状況をご視察していただくとともに、災害復旧に
向けたご支援をお約束いただくなど、被災自治体の長と
いたしましては、この上なく心強いものでございました。

　        さて、昨年４月の統一地方選挙では、２期８年間の取組
みを更に推進し実現するために、３期目に挑戦し、実に24
年ぶりの選挙戦となったわけでございますが、多くの皆様
からのご支援を賜り、当選させていただきました。浅野先
生には、この場をお借りして、改めて感謝を申し上げます

とともに、３期目となる市長の重責を感じているところで
ございます。

　　　　私にとって初めてとなる選挙戦におきまして、市内各
地で街頭演説会を行ない、市政運営に対する思いと政策
を訴えさせていただいたところですが、市民の皆様と触
れ合う中で、私に対する期待を改めて感じ、身が引き締ま
る思いでした。

　　　　引続き、「全ては市民の皆様のために」、「全ては日立
市のために」を最大の公約として、広く市民の皆様の声を
聞き、ともに歩む中で、子どもから高齢者まで、全ての世
代が未来に夢や希望を持ち、安心して健やかに暮らせる
まちづくりに全力を傾けてまいります。

　　　　こうした一方で、昨年は、台風第13号に伴なう線状降
水帯による記録的な大雨によって、かつてない規模の被
害がもたらされたところでございます。現在は、被災され
た方々の住まいや暮らしの再建に向けた支援を始め、公
共施設などの応急復旧工事につきましても、円滑に推進
しており、豪雨被害からの復旧に向けた工程は、応急復旧
期から本格復旧期に移行しているものと認識しておりま
す。そして、本格復旧に向けた取組みを更に推進していく
ため、「日立市災害復旧基本計画」を本年３月までに策定
してまいります。

　　　　そのような中でも、昨年は、日立駅前の大型商業施設
「ヒタチエ」のリニューアルオープンを始め、さくらまつ
り・産業祭が実に４年ぶりに本格開催されましたほか、会
瀬スポーツ広場やかみね動物園のビーバー舎のオープ
ン、更には、小・中学校・特別支援学校への電子黒板の配
置や給食費の完全無償化など、多くの重要事業を推し進
めることができたものと考えております。

　　　　また、本市が創業の地であります、株式会社日立製作
所と本市は、「デジタルを活用した次世代未来都市（ス
マートシティ）の実現に向けた共創プロジェクトに関する
包括連携協定」を締結いたしました。

　　　　包括連携協定の締結によりまして、全ての市民の皆
様が、豊かに生活することのできるまちづくりをめざ
し、デジタル技術の活用と共創活動の推進を通じて、日
立市全体の活性化及び安全・安心な暮らしを実現して
まいります。

　　　　そして、県北の中心都市としての役割を更に発揮でき
るよう、将来に向けて持続可能なまちづくりに尽力してま
いります。

浅野　　こうして伺ってみると、昨年は実に様々な出来事があっ
たのだと改めて思い出されました。小川市長の選挙では、
私が応援に入らせていただいた際も申し上げましたが、小
川市長が就任されて以降、震災復興の象徴となるであろう
市庁舎や消防署、池の川さくらアリーナ、シーマークスク
エアなどが次々と完成し、これからは次の段階に進むこと

に期待を込めて演説を行なわせていただきましたが、早
速、日立製作所との共創プロジェクトが始まると伺って、更
に期待が膨らんでいます。このプロジェクトは日立市の将
来にとって非常に大きなインパクトを与えると思っていま
すので、引続き、緊密な連携のもと、新たな日立市の未来
像をともに描いていけたらと思っています。また、台風第１
３号による被害も甚大なものでした。今後はあのような規
模の豪雨にも耐えられるよう、国で進めている国土強靭化
施策の内容についても不断の見直しを進めていきます。

浅野　　昨年来、食料品や日用品が値上げされ、更に、電気代高
騰の傾向は、政府の緩和措置などがあったものの、2024
年以降も継続する見込みです。

　　　　昨年、日立市として市民生活や地域経済を支えるため
に行なった施策や本年新たに取組もうと考えている事に
ついて教えてください。

小川　　昨年５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症
法上の位置付けが、季節性インフルエンザと同じ５類に
変更され、３年間に渡り様々な活動が制限されたコロナ禍
からの大きな転換点を迎えたと安堵する間もなく、現在
も、不安定さを増す国際情勢を背景とした原油価格や物
価の高騰に直面しております。しかも、物価高騰の流れ
は、更なる長期化の様相を見せており、市民生活や企業
活動に多大な影響を与えているものと考えています。

　　　　本市では、その対策として、エネルギー・食料品価格等
の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方
公共団体が地域の実情に応じた支援に活用することがで
きる、国の地方創生臨時交付金を活用して、市民生活・事
業者等への支援など、他市に先駆けて、本市独自の様々
な支援策に取組んでいるところです。

　　　　昨年は、生活者への支援としましては、住民税非課税
世帯等に対し、１世帯当たり３万円を支給することで、物
価高騰の負担感がより大きい低所得者世帯の負担軽減を
図りましたほか、省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫の買
換え等のための購入費用の一部を補助し、電気料金の高
騰による家計の負担軽減を図るとともに、脱炭素社会の
実現に資する支援として取組んでまいりました。

　　　　一方、事業者への支援といたしましては、物価高騰の
影響が大きい中小企業等に対し、１事業者当たり10万円

を支給し、事業の継続及び経営の安定化を支援しました
ほか、今後の様々な事業展開を見据え、受注の獲得に向
けた展示会への出展やＥＣサイトの構築などの経費に対
し、上限100万円の補助金を交付して、営業力の強化に取
組む中小企業を支援してまいりました。

　　　　これらの取組みによりまして、生活者及び事業者のそ
れぞれの事情に応じた物価高騰対策が図られ、家計の負
担軽減や中小企業等の経営状況への影響緩和につながる
など、一定の効果があったものと捉えております。

　　　　そのような中、国は、昨年11月に物価高対策や持続的
賃上げなど５つの柱による「デフレ完全脱却のための総
合経済対策」を打ち出し、その財政的な裏付けとなる令
和５年度補正予算が、国民民主党の賛成も得て、11月29
日に成立したところです。

　　　　この経済対策の中には、物価高騰に最も切実に苦しん
でいる低所得世帯を始め、生活者や事業者を支援するた
めに、国全体で１兆5,592億円の地方創生臨時交付金が追
加され、地方公共団体が地域の実情に応じた支援を行な
うことが求められております。

　　　　今後も不安定さを増す国際情勢などを背景とした諸物
価高騰の影響により、地域経済の先行き不透明な状況が
続くことが想定され、市民生活にも大きな影響を及ぼす
ことが懸念されるところではありますが、本市といたしま
しては、引続き、地方創生臨時交付金を有効に活用するな
どして、市民や事業者に寄り添い、支援を必要とする方へ
のきめ細やかな対応を時期を逸することなく、しっかりと
講じてまいりたいと考えております。

浅野　　日立市でも様々な物価対策を講じていただき感謝いた
します。国の地方創生一括交付金を活用した各種の補助
事業や給付事業は、確実に市民の皆様の生活の底支えに
つながっていると思う一方、矢継ぎ早に施策が打たれた
ことで、自治体職員の皆様には多大なご負担をおかけし
てしまっているのも事実です。今後は現場でのＤＸ化など
も進み、多少負担が軽減されていくとは思いますが、国の
方でもどうすれば自治体に負担をかけずに国民の皆様そ
れぞれに必要な支援を届けられるのかを考えていかなけ
ればなりません。マイナンバーの活用や自治体が使用し
ている情報システムの最適化など「現場主義」で取組ん
でいきます。

浅野　　日立市は、ひたち若者かがやき会議の活動を通じて多
くの若者達の声を市政に反映すべく活動を続けています
が、市長はこれまでの取組みをどの様に見ていますか。ま
た今後、日立市に多くの若者が足を運び、活動拠点として
もらうために考えていることがあれば教えてください。

小川　　本市では、令和３年に策定しました「ひたち若者かがや
きプラン」のめざすべき姿に掲げた「かがやく若者であふ
れるひたち」の実現に向け、自分らしい生き方を見つけ、
夢や目標を実現し、幸せを感じられる暮らしができること
を願い、本市での暮らしが、育ちの場、学びの場、成長の
場そして何よりも安住、活躍の場となるよう、若者のチャ
レンジを全力で応援しています。

　　　　プラン推進のカギを握るのは、若者世代が生き生きと
輝くことであり、若者の活躍が地域全体の力を高める原
動力につながり、多世代に大きな影響を与える力を発揮
できると期待しているところです。

　　　　プランに掲げた取組みの一つとして、まちのにぎわい
づくり、魅力づくりを目的に設立した「ひたち若者かがや
き会議」も、今年で３年目を迎えます。

　　　　メンバーとは、定期的に面会し、活動報告をいただ
いておりますが、毎回、活動を通して、若者の想いが
しっかりと伝わってきます。会議の代表から、「『やり
たい』というパワーがあれば可能性は無限大だと思って
いる。市と一丸となって本気で事業に挑戦していきた
い」との熱い想いを聞き、私も改めて応援していきたい

と感じたところです。
　　　　これまでの活動は、本市で暮らしながら働く体験を通

じて魅力を知る「産直講座」や、若者目線でひたちらしさ
を発信するポータルサイトの運営、更には、ひたち若者か
がやき会議のメンバーが、市内大企業の研修へ講師とし
て招かれるなど、若者のアイデアを存分に取り入れなが
ら様々なプロジェクトに取組んでいます。とりわけ、浅野
先生にも御参加いただきましたが、若者の皆さんが一堂
に集まり、ひたちの未来について意見交換が行なわれる
「若者会議全体会」は、年に２回開催されており、若者の
率直な御意見を伺う貴重な場となっています。

　　　　参加する若者は、市内居住者だけではなく、仕事や学
校の都合で県外に移り住んだ方もおり、この全体会が、
「日立の良さを再発見できた」、「魅力をもっと発信した
い」、「日立市を離れてしまったけど、日立市とのつながり
ができてうれしい」など、地元とつながる場であったり、
地域への愛着を再確認できたりと、若者にとって貴重な
機会になっていると感じています。

　　　　私といたしましても、ご意見を伺い、これまでの行政の
取組みが間違いではなかったという安堵感を覚えること
もありました。今後も継続して取組んでいただき、ひたち
若者かがやき会議の皆さんが、「行政」と「若者」の架け
橋になってくださることを心から期待しています。

　　　　また、メンバーからの報告の際には、悩みながら活動し
ているとのお話もあったのですが、わずか３年という短い
期間で、会としても、個人としても、飛躍的に成長・発展
されていることは、とてもたくましく感じられ、若者たち
が、本市の大きな財産になっていることを改めて、実感し
ています。

　　　　本市といたしましても、若者の意見を積極的に取り入
れ、多くの若者が「日立市だったら、かがやける」と思い、
足を運んでいただけるよう、本市を舞台に挑戦できる環
境づくりを、若者とともに全力で取組んでまいります。

浅野　　小川市長自ら若い人々と接し、そして彼ら彼女らを応
援していこうとしている思いが伝わってきました。私も日
立市には若い人々を惹きつける魅力的な場所や人、チャ
ンスが多くあると思います。「ひたち若者かがやき会議」
の活動がこれからますます広がっていくように、私も応援
を続けていきたいと思います。

浅野　　昨年９月８日、茨城県内で初めて確認された線状降水
帯により、日立市では大規模な土砂崩れや民家・企業への
浸水など甚大な被害が発生しました。

　　　　国や県の支援もあり、その後の復旧作業は順調に進ん
でいますが、今回の災害を教訓として今後の日立市の災
害対策内容に補強箇所はありますか。

小川　　今回の台風第13号に伴なう、線状降水帯による豪雨災
害は、本市にとって観測史上、最大の記録的な降雨をもた
らし、市内全域にわたって、同時多発的に生じた災害であ
りました。

　　　　改めて、地球温暖化の進行に伴ない、自然災害が激甚
化、頻発化していることと、自然の恐ろしさや、自然との
共生の難しさ、一方では、災害ボランティアを始めとした
人と人との絆の大切さや、次の災害への備えの重要性に
ついても、認識を新たにしたところです。

　　　　今後の取組みといたしましては、今回の災害から謙虚
に学び、明日の日立市のために、更なる安全・安心のまち
づくりに取組んでいく考えです。

　　　　その方向性といたしまして、何よりも市民の命を守る

災害に強いまちづくりを進めていかなければならないと
認識しているところです。

　　　　また、本市を取巻く環境は、本格的な人口減少を始め、
深刻な少子高齢化、更には、時代が要請するデジタル化・
脱炭素社会の実現に向けた対応など、直面する課題も複
雑化・多様化している状況でございます。

　　　　こうした中、本年は、本市まちづくりの道標である総合
計画前期基本計画が折り返しとなる中間年度を迎えるこ
とになります。そしてまた、今年の十二支・辰年は昇り龍
などに描かれるように、勢いよく活気あふれ、新たな始ま
りやチャンスの年として期待されております。

　　　　私といたしましては、台風第13号の豪雨災害に屈する
ことなく、新たなチャンスを見出す「攻め」の姿勢へと発

想を転換し、時代の変化や様々な課題を未来への推進力
に変えて、総合計画前期基本計画に掲げた重要事業を着
実に推進していかなければならないと、認識を新たにした
ところでございます。

　　　　今後も、市民の皆様との対話を大切に、ともに手を携
えながら、安心と活力に満ち、心の高鳴りが感じられる、
そんな誰もが笑顔輝くまちの実現に向け、全力で市政の
舵取りに邁進してまいります。

浅野　　本日は長い時間ありがとうございました。今後も小川市
長の取組みには注目していますので、本年もよろしくお願
いいたします。

ご意見・ご要望


